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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成21年12月3日(2009.12.3)

【公開番号】特開2008-151699(P2008-151699A)
【公開日】平成20年7月3日(2008.7.3)
【年通号数】公開・登録公報2008-026
【出願番号】特願2006-341302(P2006-341302)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｄ  13/02     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｄ  13/02    　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｋ  35/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月16日(2009.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透過性の素材で構成される基板と、該基板に設けられて速度表示に関する二種類の情報
を示す第一及び第二の印刷部と、前記基板に設けられて速度表示に関する情報以外の情報
を示す第三の印刷部と、前記基板に対して光を照射するバックライトとを備える車両用計
器装置において、
　前記第二の印刷部は、前記第一及び第三の印刷部の間に配置されると共に、前記第一の
及び第三の印刷部は、前記基板の表面に印刷され、前記第二の印刷部は、前記基板の裏面
に印刷されることを特徴とする車両用計器装置。
【請求項２】
　前記第三の印刷部は、変速表示に関する情報を示すことを特徴とする請求項１に記載の
車両用計器装置。
【請求項３】
　前記第一、第二及び第三の印刷部は、同心円上でかつ略円弧上に配置され、前記円弧の
半径方向で外側から内側に向かって第一の印刷部、第二の印刷部、第三の印刷部の順に配
置されることを特徴とする請求項１又は２に記載の車両用計器装置。
【請求項４】
　前記第一の印刷部にかかる表示は、マイル表示であり、前記第二の印刷部にかかる表示
は、キロメータ表示であることを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の車両用
計器装置。
【請求項５】
　前記第一の印刷部にかかる文字は、前記第二の印刷部にかかる文字よりも大きいことを
特徴とする請求項４に記載の車両用計器装置。
【請求項６】
　前記第二の印刷部にかかる文字は、前記第一の印刷部にかかる文字の間に配置されるこ
とを特徴とする請求項５に記載の車両用計器装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項３に記載した発明は、前記第一、第二及び第三の印刷部は、同心円上でかつ略円
弧上に配置され、前記円弧の半径方向で外側から内側に向かって第一の印刷部、第二の印
刷部、第三の印刷部の順に配置されることを特徴とする。
　請求項４に記載した発明は、前記第一の印刷部にかかる表示は、マイル表示であり、前
記第二の印刷部にかかる表示は、キロメータ表示であることを特徴とする。
　請求項５に記載した発明は、前記第一の印刷部にかかる文字は、前記第二の印刷部にか
かる文字よりも大きいことを特徴とする。
　請求項６に記載した発明は、前記第二の印刷部にかかる文字は、前記第一の印刷部にか
かる文字の間に配置されることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明によれば、各速度情報の内の主となるものを第一の印刷部が示す情報とし、これ
を第三の印刷部と共に基板の表面に印刷すると共に、各速度情報の内の副となるものを第
二の印刷部が示す情報とし、これを基板の裏面に印刷することで、通常走行時に必要な情
報の視認性を良好に確保すると共に、特にバックライト照射時には第一及び第二の印刷部
間に基板の厚さ方向での奥行き感（遠近間）を生じさせることができ（換言すれば、第二
の印刷部に奥行き効果を与えることができ）、各速度表示間の識別性を向上させることが
できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明によれば、第一及び第三の印刷部に挟まれている第二の印刷部の表示を基
板の奥側にさせることができ、さらに第二の印刷部の半径を小さくすることでより遠近感
を持たせることができる。
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